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準決勝：イギリス対久富チーム 
 
 
 

第４クオーター 
 
 

Bd: 49 NORTH 

DLR: N  10962 

VUL: None  AKJ64 

 KQ2 

 6 

WEST EAST 

 KJ87  54 

 3  Q1092 

 AJ76  985 

 A1098  K743 

SOUTH 

 AQ3 

 875 

 1043 

 QJ52 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Paul H Abe Armstrong Chen 

1  Pass 2  

DBL Pass 3  Pass 

Pass 3  All Pass

 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Jason H Hisatomi Jastin H 

1  Pass 1NT 

DBL Pass 2  Pass 

Pass 2  Pass Pass 

3  All Pass

全員が仲良く２ダウン。どこでダブルがかかっても不思議ではなかったが、誰もまだ切羽詰まっていなかったようだ。双方のテーブルでプラス１００を取っ
たイギリスが５IMPを獲得して再び１２９-１２８と逆転。イギリスとしてはここで試合終了といきたい所だが、残るは１５ボード。 

 
 
 

Bd: 52 NORTH 

DLR: W  9652 

VUL: Both  A863 

 AK83 

 9 

WEST EAST 

 AQ87  104 

 KJ  975 

 Q  J7654 

 KQ10432  J87 

SOUTH 

 KJ3 

 Q1042 

 1092 

 A65 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Paul H Abe Armstrong Chen 

1  DBL Pass 2  

All Pass

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Jason H Hisatomi Jastin H 

1  DBL Pass 2  

2  3  All Pass

オープンルームでは、ディフェンダーが早い段階でスペードをラフしたが問題もなく３メイ
ク、プラス１４０。クローズドルームでは寺本がハケット兄弟を３ まで押し上げ、受け身

のディフェンスにまわって１ダウン、マイナス１００。久富チームに６IMP、１３５-１３０。１３
５-１３１で迎えた５４番ボードでイギリスは手痛い失点。 

 
 

Bd: 54 NORTH 

DLR: E  108764 

VUL: E/W  1032 

 K9 

 KJ5 

WEST EAST 

 AKQJ92  53 

 A65  Q987 

 AJ32  Q84 

 ---  A962 

SOUTH 

 --- 

 KJ4 

 10765 

 Q108743 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Paul H Abe Armstrong Chen 

Pass Pass 

2  Pass 2  Pass 

3  Pass 4  Pass 

4  Pass 5  Pass 

6  DBL All Pass

 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Jason H Hisatomi Jastin H 

Pass 3  

DBL 4  Pass Pass 

4  All Pass

クローズドルームではハケット兄弟のプリエンプティブ・ビッドをもってしても寺本の４ を邪魔することはできなかった。楽にメイクすると考えても不思議

ではなく、実際のプレイは4 Ｑに向けてダイアモンドをリードしてプラス４２０を獲得した。一方のテーブルではパパハケットが頑張りすぎた。アームスト

ロングは Ａを示し、５ のビッドでアナーが不足していることを伝えている。ダブルがかかったのは不運だったかもしれない。３ダウン、マイナス８００。

久富チームに１６IMP、１５１-１３１とリードを広げる。

 
 

Bd: 55 NORTH 

DLR: S  J3 

VUL: Both  K10763 

 AKJ6 

 K5 

WEST EAST 

 K98  A765 

 QJ8  A954

 Q1098  2 

 J107  A982 

SOUTH 

 Q1042 

 2 

 7543 

 Q643 

 
 
 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Paul H Abe Armstrong Chen 

Pass 

Pass 1  All Pass

 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Jason H Hisatomi Jastin H 

Pass 

Pass 1  Pass 1  

Pass 2  All Pass

Ｓがパートナーの１ にレスポンスすべきかどうかは編集者一同の意見が分かれ

る所である。我らが剣士達も同様だったらしい。阿部は静かに１ をプレイしてマイ

ナス２００。ジェイソン・ハケットは２ でプラス９０を獲得したが、これは久富が Ａ

のアンダーリードを選び、寺本がこれに８をプレイしたからである。イギリスに７ＩＭ
Ｐ、１３８-１５１。 

 
 

Bd: 56 NORTH 

DLR: W  A109762 

VUL: None  8 

 A83 

 K102 

WEST EAST 

 J3  Q54 

 J1094  73 

 1095  KQJ6 

 8764  Q953 

SOUTH 

 K8 

 AKQ652 

 742

 AJ

 
 
 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Paul H Abe Armstrong Chen 

Pass 1  Pass 2  

Pass 2  Pass 3  

Pass 4  Pass 4NT 

Pass 5  Pass 6  

Pass 6  All Pass

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Jason H Hisatomi Jastin H 

Pass 1  Pass 2 (FG)

Pass 2  Pass 3  

Pass 3  Pass 4  

Pass 4  Pass 4NT 

Pass 5  Pass 6  

All Pass

双方のＮＳが６ をビッド。 Ｋのベストリードでもメイクする可能性のあるスラムである。ディクレアラーは２人とも簡単なラインのプレイは選択しな

かった（ダミーでクラブをラフし、 Ｋを取り、ハートでダイアモンドをディスカード）。ダウンの危険性が大きいと判断したようだ。ハートの３巡目をトラン

プ２枚の人にラフされる危険性、もしくはトランプを３枚持っているプレイヤーにラフされ、クラブでアッパーカットされてトランプがプロモートする危険性
がある。２人とも Ａ、 Ｋを取ってからハートを３回プレイ。Ｅがラフして Ｊでエグジット、Ｗがダイアモンドのアナーを守る体制に入る。 
 
ジェイソン・ハケットはトランプを１枚残して全て走ったが、Ｗが Ｑを持っていると判断して１ダウン、マイナス５０。 
 
阿部も同じプレイを選んだが、トランプを走る内にＥがクラブを２枚ディスカード、Ｗがハートとクラブのショーアップ・スクィーズにかかった。Ｗが Ｊに

フォローした瞬間に、阿部はＷの最後のカードがハートのハイカードであることがわかり、アームストロングの Ｑを難なくたたき落とした。プラス９８０

は久富チームに１４ＩＭＰ、１６５-１３８。 
 
 
比較的穏やかに３ボードのプレイが進み、イギリスが２ＩＭＰを追加して１４０-１６５となった所でイギリスチームに一条の光がさす。 

 
 

Bd: 60 NORTH 

DLR: W  AK6432 

VUL: N/S  Q87 

 A52 

 3 

WEST EAST 

 Q107  J98 

 A64  K1093 

 KQJ3  1064 

 AKQ  J106 

SOUTH 

 5 

 J52 

 987 

 987542 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Paul H Abe Armstrong Chen 

2NT Pass 3 (1) Pass 

3 (2) Pass 3 (3) Pass 

3NT All Pass

(1) ５枚メジャー・ステイマン; (2) ４枚 もしくは３／４枚 ; 

(3) ４枚  

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Jason H Hisatomi Jastin H 

2NT Pass 3  Pass 

3 (1) Pass 3 (2) Pass 

3NT (3) DBL All Pass

(1) ５枚のメジャー無し; (2) スペードの枚数は？ 
(3) ４枚ではない 

オープンルームでは、Ｗは最高４枚のスペードを持っている可能性があるとの情報を得て、阿部はダブルをかけるのを踏みとどまった。ディクレアラー
は２人とも７トリックを勝ったが、イギリスがプラス３００とマイナス１００で５ＩＭＰを獲得、１４５-１６５と２０ＩＭＰ差に迫る。 
 
続く２ボードはフラット。イギリスは残る２ボードに運命を託す。 
 

 

Bd: 63 NORTH 

DLR: S  AK865 

VUL: N/S  AQJ87 

 6 

 AJ 

WEST EAST 

 2  QJ9743 

 106  K942 

 9743  K8 

 KQ9865  2 

SOUTH 

 10 

 53 

 AQJ1052 

 10743 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Paul H Abe Armstrong Chen 

3  

Pass 3NT 4  Pass 

Pass DBL Pass Pass 

5  DBL All Pass

 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Jason H Hisatomi Jastin H 

3  

Pass 3  Pass 4  

All Pass

イギリスは結束力の強いチームである。２ボードごとにチームで１つのスートを選択し、４人がそのスートのプレイに全力を傾ける。このボードもなかなか
ドラマチックだが、彼らの仲間内では不思議なことではないらしい。ジェイソン・ハケットは４ で華麗なプレイを見せてくれたが無念の２ダウン、マイナス

２００。読者はオークションの意味を理解しただろうか？目を閉じて全神経を集中すれば、もしかしたら理解できるかもしれない。アームストロングも４

で華麗なプレイを披露する予定だったが、西の方角に見えるはパパハケット、捕らわれの乙女を救出すべく颯爽と登場。アームストロングはプレイの腕
を披露できずに終わった。パパのビッドを偉大な才能の発露と取るか、それとも？可哀想なパパはダウンしてマイナス１４００、久富チームは１７ＩＭＰを獲
得して仕上げに入る。ところでお気づきだとは思うが、実は３NTがメイクする。 
 
久富チームは第４セッションを５４-２１で勝ち、１８２-１４５の素晴らしい成績で決勝戦進出を決めた。ちなみに決勝戦の相手は台湾に紙一重の差で勝っ
たインドネシア・チームである。 

 
 
 

 
 
 

ＮＥＣ杯決勝－新宿の決闘 
 
 
 

インドネシアが１ＩＭＰのキャリーオーバーつきで決勝戦開始。準決勝が何らかの未来を暗示しているとすれば、燃える久富チームに勝つためにはこの１
IMPが重要となるかもしれない。 
 
１番ボードは同じ２ のコントラクトでマノッポが寺本より１トリック多く勝ち、インドネシアのIMPはとりあえず２に倍増。 
 
 

Bd: 2 NORTH 

DLR: E  1076432 

VUL: None  7 

 863 

 K54 

WEST EAST 

 Q9  A85 

 J109  A54 

 J10  KQ75 

 A98632  QJ10 

SOUTH 

 KJ 

 KQ8632 

 A942 

 7 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Asbi Hisatomi Sacul 

1NT 2  

2NT(1) Pass 3  All Pass

(1) ３ へのパペット 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Manoppo Tatai Lasut Hara 

1NT 2NT(1) 

DBL Pass Pass 3  

Pass Pass DBL 3  

DBL All Pass

(1) 良いメジャー＋マイナー 

 

ＥＷのハンドを持って３ＮＴをビッド＆メイクする気がないなら、オープンルームで寺本・久富が獲得した１１０より良いスコアを取ることが合理的であり、か
つ正しい。クローズドルームではＳの原がフィットのないハートを３レベルでビッド、ラスート・マノッポが大きく得点するチャンスを提供した。Ｗ（マノッポ）は
コンベンショナル・ビッドである２ＮＴにダブルをかけてハンドの全般的な強さを示し、Ｅが３ にダブルをかけた。 Ａをリード、 Ｊにシフトするとホール

ド。ダイアモンドを続けて Ａに負け、ＳもダイアモンドをプレイしてＥの Ｑに負ける。トランプのローカードをＳがＫで勝ち（ＷはＪをプレイ）、最後のダイ

アモンドをプレイするとＷはスペードをディスカード。Ｅは Ａをキャッシュし、Ｗがスペードリターンをラフしたが、Ｓが Ｑをリードすると 10がたたき落

とされる。３ダウン、マイナス８００。インドネシアに１２ＩＭＰ、１４-０。 

 
 
 

Bd: 4 NORTH 

DLR: W  953 

VUL: Both  AK43 

 K84 

 Q86 

WEST EAST 

 KQ  10642 

 Q1052  98 

 A10762  Q95 

 K9  10742 

SOUTH 

 AJ87 

 J76 

 J3 

 AJ53 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Asbi Hisatomi Sacul 

1  DBL Pass 2  

Pass 2  Pass 2  

Pass 2NT Pass 3  

Pass 3NT All Pass

 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Manoppo Tatai Lasut Hara 

1  1  Pass 2  

Pass 2  All Pass

 
何故バルネラブルでＮが１ にパスをしないかは定かではないが、Ｎは２人ともそ

れぞれの美学を持っていたらしい。

オープンルームではサクールがテイクアウトダブルをかけた結果、コントラクトは３ＮＴまで駆け上がり、ダイアモンドリードにＷが10、ＮがＫをプレイした
が、結果はマイナス３００。クローズドルームでは田多井の苦しいオーバーコールがコントラクトを２ に追い込んだが、ＥのダイアモンドリードをＷがＡで

勝ち、ダイアモンドと続けたのでチャンス。 Ｋを勝ってダイアモンドラフ、ダミーからクラブのローカードをプレイして好調な出だしである。Ｗは Ｋを勝っ

て Ｑに打ち込むが、 Ａ、 Ｋ、クラブとプレイし、２メイクでプラス１１０。久富チームに９ＩＭＰ、９-１５。

 
 
 

Bd: 5 NORTH 

DLR: N  QJ1043 

VUL: N/S  KJ5 

 A985 

 5 

WEST EAST 

 K75  9 

 AQ1043  8762 

 J7  K6432 

 Q76  AK4 

SOUTH 

 A862 

 9 

 Q10 

 J109832 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Asbi Hisatomi Sacul 

Pass Pass Pass 

1  1  2 (1) 4  

Pass Pass DBL All Pass

(1) ハートフィット、リミットレイズ以上 
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Manoppo Tatai Lasut Hara 

2 (1) Pass 3  

All Pass

(1) スペードとマイナー、ウィーク 

 
 
 

田多井のプリエンプティブ２ オープンは珍しくＥＷを完全にシャットアウトする効果があった。Ｅは Ｋをリードし、トランプにシフト。ＮはＡであがり、ハー

トをプレイしたが、ＷがＡを勝って Ｋ、ハートと続けた。Ｎはダミーで勝ってクラブをラフし、ダイアモンドをプレイするという選択枝があったが、ハンドで勝

ち、 10でフィネスをしてＪに負けた。ダミーにはエントリーが１つしか残っていないので、Ｗは安心してクラブをプレイ。Ｎはこれをラフ、 Ｋ、ハートラ

フ、 Ｑを流したがＫに負けて１ダウン、マイナス１００。 
 
一方のテーブルではＮが１度パスをした後に参加。Ｓが早めに４ でサクリファイスし、金持ちＥ（久富）にペナルティダブルをかけられる。Ｅが Ｋをリー

ドした所までは同じだったが、ダミーの長いクラブへのエントリーをつぶすために ６にシフト。Ｗが勝ってハートを続けたがＮがＪで勝ち、ダミーからクラ

ブをディスカード。Ｎは ＱをＫに負け、ダイアモンドリターンをＡで勝って Ｋで Ｑをピッチ。クロスラフで１０トリックを確保してプラス７９０。インドネシ

アに１３ＩＭＰ、２８-９。 

 
 
 

Bd: 6 NORTH 

DLR: E  Q43 

VUL: E/W  1064 

 K6 

 K9654 

WEST EAST 

 6  AKJ10 

 J9872  K3 

 AQJ3  98754 

 A72  Q3 

SOUTH 

 98752 

 AQ5 

 102 

 J108 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Asbi Hisatomi Sacul 

1  Pass 

1  Pass 1  Pass 

2 (1) Pass 2  Pass 

3  Pass 3  Pass 

4  DBL 4  Pass 

5  All Pass

(1) ４thスート・フォーシング 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Manoppo Tatai Lasut Hara 

1 (1) Pass 

1  Pass 1  Pass 

2 (2) Pass 2  Pass 

3  Pass 3  Pass 

3NT All Pass

(1) プレシジョン、２枚以上; (2) ４thスート・フォーシング 

 

同意しない人もいるだろうが、このボードのＥＷのビッドはかなり難しい。５ をビッドした寺本・久富のオークションに特に欠陥があったわけではない

が、 Ｊのナチュラルなオープニング・リードをＥがダックした瞬間に２ダウンした。クラブ、ダイアモンドの各１トリックとハートの２トリックを負け、マイナス

２００。クローズドルームではＷ（マノッポ）が最後の最後に３ＮＴをビッドし、３ＮＴが間違っている場合はＥがパスしないことを期待した（弱いスペードとシ
ングルトンクラブ等）。Ｎがクラブをリードし、Ｑの勝ち。Ｎは Ｋで勝った時にクラブを続けるが、Ｗはスペードをフィネスして１０トリックを勝ち、プラス６３

０。インドネシアに１３ＩＭＰ、４１-９。 
 
 

 
 
 

Bd: 15 NORTH 

DLR: S  987 

VUL: N/S  A105 

 KJ109 

 A93 

WEST EAST 

 65  AKQ4 

 J87  K9 

 AQ32  7654 

 J1082  K74 

SOUTH 

 J1032 

 Q6432 

 8 

 Q65 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Teramoto Asbi Hisatomi Sacul 

Pass 

Pass 1  1  Pass 

Pass 1NT Pass 2NT 

All Pass

 
 
2

(1) 
Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Manoppo Tatai Lasut Hara 

Pass 

Pass 1NT DBL 

Pass Pass DBL(2) All Pass

(1) メジャー？; (2) テイクアウト 

 

オープンルームではダイアモンドの飛び込みリードが来ても２ＮＴをメイクする術はなかった。 10を流してＱに負け、ディフェンダーはハートをプレイ。Ｗ

（寺本）は Ａを追いだして１ダウン、マイナス５０。 
 
クローズドルームではＮ（田多井）のウィーク１ＮＴをきいてＥＷが狩りに出かける支度を始めた。トランプの枚数は少ないが２ にダブル。Ｗは Ｊを

リード、ＥがＫで勝ってクラブの２巡目で Ｑに打ち込む。Ｓは 10でフィネスをしてＫに負け、Ｅはスペードを隠してＮの Ａに再び打ち込む。Ｓはトラン

プを狩ってダイアモンドをリードしたが、ＷがＡで勝ち、最後のクラブでエグジット。遂にスペードをプレイする時が来たが、どうプレイしてもＳの７トリック目
は確保されている。１ダウン、マイナス２００。インドネシアに６ＩＭＰ。第１セッションはインドネシアが５３-１２、１ＩＭＰのキャリーオーバーを足すと５４-１２と
大きくリードして終了。 
 
 
 
今日はここまで。明日のブレティンでこのレポートを完結させよう。 

 
 
 

 
 
ブリテン７号(1)に戻る  

 
ブリテン７号(2)に戻る  

 
 

 

 

http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/blt0215c.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/blt0215aj.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/blt0215bj.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/bulletinj.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfestj.html
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